
市税は、給与所得の伸びや景気の緩やかな回復などにより個人・法人市民税の増収が見込まれるほか、
固定資産税については土地の地価下落分を加味するとともに、家屋の新増築による増加を踏まえ、
市税全体では前年度と比較して1.4％（２億９千万円余）増の218億１千万円余の予算計上としました。
地方交付税は、地方財政の目安となる地方財政計画において増額とされていることなどから、前年度と
比較して３億４千万円余増の149億円余としました。
市債は、前年度と比較して12億４千万円余増の39億円余としました。
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市債現在高（見込み）…1,050億円

◎市債の年度末現在高見込額
区分 令和５年度末 令和４年度末

一般会計 644億2,682万円 671億2,939万円

特別会計 1億6,905万円 1億6,344万円

企業会計 404億3,861万円 431億4,822万円

合　　計 1,049億7,448万円 1,104億4,105万円

国庫支出金
81億7,456万円（11.5％）

市税
218億1,905万円（30.6％）

地方交付税
149億9万円（20.9％）

市債
39億 690万円（5.5％）

県支出金
44億4,733万円（6.2％）

地方消費税交付金　
41億円（5.7％）

その他
12億5,966万円（1.7％）

（  地方譲与税や地方特例
交付金など）

その他
56億4,464万円（8.0％）

（  施設の使用料や各種証明
  書発行手数料など）

歳 入
713億

5,000万円

依存財源※2　51.5％

自主財源※1　48.5％

諸収入
70億9,778万円（9.9％）

学校や道路などの公共施設を整備するときに、市の借
金にあたる市債の活用をしています。財政負担を複数
の年度に分けることにより、計画的な財政運営を行う
ことができます。

基金現在高（見込み）	……227億円

◎基金の年度末現在高見込額
区分 令和５年度末 令和４年度末

財政調整基金 25億5,784万円 34億 784万円

減債基金 43億8,638万円 51億8,531万円

特定目的基金 111億1,473万円 115億8,301万円

その他の基金 23億9,736万円 27億7,375万円

定額運用基金 22億 526万円 22億 526万円

合計 226億6,156万円 251億5,517万円

災害など不測の事態や将来の大きな事業、借入金の返
済などのために、市の貯金ともいえる基金を積み立て
ています。また、積み立てた基金を事業実施のために
有効に活用しています。

※１　自主財源とは、市税、使用料など市が自主的に得られる財源
※２　依存財源とは、地方交付税、国・県支出金、市債など国や県の基準によって定められた額が交付される財源

一般会計　714億円（前年度比4.3％増）　　
一般会計予算額は、令和４年度の一般会計当初予算が骨格編成であったことや、第五中学校改築事業の本格化
による増加のほか、武石番所ヶ原スキー場整備事業、物価高騰に伴う公共施設の管理経費の増加により前年度と
比較して4.3％（29億3,700万円）増の713億5,000万円となりました。また、将来にわたっての安定した財政運営に
十分配慮し、行財政改革の推進と持続可能な財源構造の確立を見据えた予算編成に努めました。

【市税の主な内訳】
固定資産税 95億5,500万円
個人市民税 78億2,500万円
法人市民税 16億9,200万円
都市計画税 11億 700万円
市たばこ税 9億8,000万円
種別割 5億3,100万円
入湯税 3,005万円

市ホームページ
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　財政課　☎23・5113

教育費
67億2,518万円（9.4％）

（子どもたちの教育などのために）

令和５年度は「第二次上田市総合計画・後期まちづくり計画」の３年目となり、目指すべき将来像都市として
掲げた「ひと笑顔あふれ輝く未来につながる健（康）幸（福）都市」を前に進めていくため、「ＳＤＧｓ（持続可能な
開発目標）」達成に向けた視点も踏まえつつ、引き続き、アフターコロナを見据え、６つの重点分野に優先的に
予算配分を行いました（重点分野ごとの特徴的な事業は次のページに掲載しています）。
目的別では、前年度より教育費が14億７千万円余、衛生費が５億９千万円余増えた一方で、商工費が２億５千万円余、
総務費が１億２千万円余減りました。
性質別では、前年度より普通建設費が20億２千万円余、補助費等が５億９千万円余増えた一方で、貸付金が
６億２千万円余、人件費が７千万円余減りました。

歳出

歳出
713億

5,000万円

民生費
244億5,634万円

（34.3％）
（福祉や子育て

  事業のために）

総務費
76億2,305万円

（10.7％）
（ 市の全般的な事

務のために）

土木費
94億 121万円

（13.2％）
（ 道路や河川などの

整備のために）

商工費
56億1,891万円（7.9％）

（商工観光の振興のために）

衛生費
49億7,660万円（7.0％）

（ごみ処理や健康づくり
などのために）

公債費
68億1,311万円（9.5％）

（借りたお金の返済のために）

消防費
20億5,376万円（2.9％）

（救急・消防のために）

農林水産業費
29億9,354万円（4.2％）

（農業・林業の振興のために）

目的別

その他
6億8,830万円（0.9％）

（議会費、労働費、予備費、
 災害復旧費）

性質別

性　質 令和５年度
予算額 構成比

義
務
的
経
費

 人件費 125億2,434万円 17.6%

 扶助費 122億 268万円 17.1%

 公債費 68億1,311万円 9.5%
投
資
的
経
費

普通建設
事業費等 64億 374万円 9.1%

そ
の
他
経
費

 補助費等 132億1,515万円 18.5%

 物件費 85億8,886万円 12.0%

 貸付金 61億5,250万円 8.6%

 繰出金 43億2,487万円 6.1%

 その他 11億2,475万円 1.5%

合　　計 713億5,000万円 100.0%

会　計　名 当初予算額 増減率（％）

真田有線放送電話事業 廃止 -

産婦人科病院事業   3億3,759万円 △41.3

水道事業 53億3,770万円 △3.8

公共下水道事業 101億7,046万円 2.4

農業集落排水事業 22億8,401万円 0.8

合計 181億2,976万円 △1.3

◎令和5年度企業会計予算一覧

企業会計とは、料金や使用料などの収入によって運営され
る会計です。全体では、1.3％（２億４千万円余）減りました。
これは、市立産婦人科病院集約化に伴い、人件費や施設の
維持管理費などに要する経費が減ったことが主な理由です。
なお、真田有線放送電話事業は、令和４年度をもって廃止と
なりました。

企業会計　181億円

会　計　名 当初予算額 増減率（％）

土地取得事業 4億円 0

国民健康保険事業　　　　　 150億6,455万円 2.4

後期高齢者医療事業 22億9,786万円 △5.4

介護保険事業　　　　　　 166億5,711万円 △0.8

駐車場事業　　　　　　  1億 536万円 △4.3

武石診療所事業　　 1億1,149万円 △30.0

特別会計 合計 346億3,638万円 0.1

◎令和５年度特別会計予算一覧

特別会計とは、特定の事業や資金などについて、その収支を
明確にするために一般会計と分けて整理する会計です。全体
では、0.1％（４千万円余）増えました。これは、国民健康
保険事業で、受診控えの減少や保険加入者の高齢化などに
よる保険給付費が増となったことが主な理由です。

特別会計　346億円
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令和５年度当初予算

　財政課　☎23・5113

新  周産期医療緊急対策事業 …………… 1億8,000万円
新  地域医療介護総合確保基金事業補助金 … 4,115万円
　 予防接種事業 ……………………………… 1,977万円
　 （新  子宮頸がんワクチン接種（９価））

新  看護師確保修学資金貸与事業 ……………… 215万円
新  人権同和対策推進事業 ……………………… 73万円
充  福祉医療費給付事業 ………………… 8億6,055万円

生涯現役で活躍できる上田の実現に
向けた健康・福祉の増進	 【154億円】

新  真田有線放送電話事業（施設等撤去） … 2億1,726万円
新  上田文化センター管理運営事業 ………… 2,600万円
　 活力あるまちづくり支援事業 ……………… 840万円
　 （新  地域対象事業）

新  （仮称）市民ICT支援センター整備事業 ……… 650万円
新  公共政策フォーラム2023 in 信州上田負担金 120万円
充  住民自治組織支援事業 …………………… 6,427万円
充  上田城跡整備事業 ………………………… 3,971万円
充  結婚新生活支援事業補助金 ………………… 540万円
充  上田地域シェアサイクル事業 ……………… 520万円
充  結婚支援事業 ………………………………… 336万円

市民が主役のまちづくり、
魅力ある地域づくりの推進	 【17億円】

新  出産・子育て応援交付金事業 ………   1億1,104万円
新  学校給食負担軽減事業 ……………………  5,424万円
新  出産祝金給付事業 …………………………  2,300万円
新  西内小学校統合関連事業 …………………… 318万円
新  子ども・子育て支援事業計画策定事業 …… 210万円
　 小中学校施設整備事業 ……………………… 180万円
　 （新  照明器具LED化事業）

　 民間保育所助成事業   ………………………… 108万円
　 （新  送迎バス安全装置改修事業補助金）

充  第五中学校改築事業 …………………  12億7,896万円
充  上田古戦場公園テニスコート整備事業   2億9,883万円
充  第二学校給食センター改築事業 ……   1億2,114万円
　 小中学校施設整備事業 ……………………  8,360万円
　 （充  給食コンテナ受入室整備事業）

子ども・子育て・教育支援、
未来を担う人づくり	 【95億円】

新  所有者等森林情報確認事業 ………………… 678万円
新  森林整備施業プラン作成事業 ……………… 360万円
充  地球温暖化対策設備設置費補助金 ………  5,000万円
充  し尿前処理下水道投入施設整備事業 …… 2,200万円
充  有機物リサイクル施設整備関連事業 …… 2,200万円
充  資源循環型施設建設関連事業 …………… 1,220万円

SDGｓの推進と循環型社会の形成及び
地球温暖化防止対策	 【18億円】

新  市営住宅管理事業（管理代行制度導入） …  1億 589万円
新  防災行政無線更新事業 …………………… 4,700万円
　 交通運輸対策事業 ………………………… 1,100万円
　 （新  丸子地域デマンド交通事業）

　 市庁舎改修・改築事業
　 （新  本庁舎改築事業） …………………………   672万円
　 （充  旧庁舎解体・改築事業） ………………  1億6,400万円
新  武石スマートシティ実証プロジェクト事業  609万円
新  消防団災害活動支援事業 …………………… 400万円
新  狭あい道路整備等促進事業 ………………… 100万円
新  林道維持事業（富士山運動公園線整備事業） ……  90万円
　 交通運輸対策事業（充  別所線関連事業） 2億4,245万円
充  市営住宅改修事業 …………………………  8,080万円
充  消防団員報酬（機能別団員の拡充） ……………  7,276万円
充  自主防災組織資器材購入補助金 …………… 608万円
充  消防施設整備助成事業（警鐘楼解体撤去） …… 500万円

安全・安心に暮らせるまちづくり
	 【104億円】

　 観光施設整備事業
　 （新  サニアパーク菅平整備事業） ………………  3,800万円
新  情報化推進事業 …………………………… 2,800万円
新  農地利用効率化等支援事業 ………………… 849万円
新  池波正太郎関連企画展開催事業 …………… 260万円
　 （池波正太郎生誕100年および開館25周年記念事業）

　 観光施設整備事業 …………………… 2億1,100万円
　 （充  武石番所ヶ原スキー場整備事業）

充  道の駅整備事業 ……………………………  5,267万円
充  地域おこし協力隊事業 ……………………… 279万円

産業振興と地域経済の活性化
	 【56億円】

重点６分野の特徴的な事業 新  は新規事業　　充  は充実させた事業
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新型コロナワクチンの今後の予定

12歳以上の方（初回接種を完了している） ５～11歳の方（初回接種を完了している）

基礎疾患を有する方は、

◎接種の予約をしたい方、接種券の発行などのお問い合わせはコールセンターへ（予約はWEBでもできます）

※１

※３

10月～

３月８日～

初回接種（１・２回目）を完了した次の方が対象
●65歳以上の方
●基礎疾患を有する12～64歳の方
●医療従事者など

基礎疾患を有する方はさらに１回追加接種
できます

上記以外の方

９月以降

初回接種（１～３回目） 従来型ワクチン

（接種期間　５月８日～８月末）
●接種回数　１回（前回の接種から３か月以上が経過していること）
●ワクチンの種類　オミクロン株対応２価ワクチン
　　　　　　　　　（ファイザー社またはモデルナ社）

接種対象者 接種券

65歳以上の方

オミクロン株対応
２価ワクチンを
接種済みの方

前回の接種日が早い方から
順に郵送します。

上記以外の方

お手元にある接種券が使用
できます。
※紛失した場合は再発行の
　手続きをしてください。

12～64歳で
基礎疾患を
有する方など

５回目の接種を
完了した方

前回の接種日が早い方から
順に郵送します。

上記以外の方 接種を希望する方は接種券
発行の申請をしてください。

令和５年 春開始接種

※４

新型コロナウイルス感染症関連情報
※３月27日現在の情報をもとに作成しているため、急遽変更となる場合があります。

　新型コロナウイルス感染症対策室　☎75・6676

令和５年度も新型コロナワクチンは、対象となる
すべての方が自己負担なしで接種できます
令和５年度も新型コロナワクチンは、対象となる
すべての方が自己負担なしで接種できます
ワクチンの重症化予防効果は高齢者などでは６か月程度で低下するとの報告があることなどから、高齢者の方などを

対象に５月から 令和５年 春開始接種 を行います。また、年末年始に新型コロナウイルス感染症の流行がみられること

から、５歳以上の方を対象として９月から 令和５年 秋開始接種 を行います。

市ホームページ

12歳以上

５～11歳

生後６か月
　　～４歳

令和４年度 令和５年度
５月８日～８月末

初回接種（１・２回目）

を完了した５歳以上の

すべての方

※詳細は、決まり次第
　市ホームページなど
　でお知らせします。

（接種期間　３月８日～８月末）
●接種対象　初回接種（１・２回目）を完了した方
●接種回数　１回（前回の接種から３か月以上が経過していること）
●ワクチンの種類　オミクロン株対応２価ワクチン
　　　　　　　　　（ファイザー社の５～11歳用）
※接種対象の方には順次、お知らせをしています。

生後６か月～４歳の方は、
引き続き、初回接種（１～３回目）を行います。

●接種回数　５月８日～８月末に１回（前回の接種から３か月以上
　　　　　　が経過していること）
●接 種 券　接種を希望する場合、接種券発行の申請が必要です。

出典：平成30年度鳥取県における少子化対策  等に関するアンケート調査結果より作成

WEB予約サイト電　話

24時間対応

オミクロン株対応ワクチン
による追加接種

オミクロン株対応ワクチン
による追加接種

オミクロン株対応ワクチンによる追加接種

☎0570・079・567（ナビダイヤル）　☎0268・75・7181
上田市新型コロナワクチンコールセンター（ 9：00～17：00 ※土日祝日を除く）

令和５年 秋開始接種

令和５年 春開始接種

令和５年 春開始接種

も対象となるため、

さらに１回追加接種をすることができます。

令和５年 春開始接種

※１

※３

※２

※２

※４
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